
 

 

 

 

 

 

 

 
 

図書館といえば「本」、ですが、それだけではありません。図書館で行われる展示やイベントに、

博物館や市役所などから、土器や化石、生きた昆虫、防災グッズなどの“実物”が出張してきている

ことをご存知ですか？ 本だけではない、他部署とつながる図書館に、ぜひ、お立ち寄りください。 
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・特集展示「土の中の世界」（2015 年 11 月～12月）と 
ガラスケースでの展示「教科書に掲載された市川出土の縄文土器」 
（2016 年２月～３月）にあわせて、2015 年 11 月、12 月と、2016 年３月に、
展示連携イベントとして考古博物館学芸員によるギャラリートークを 
実施しました。ガラスケース内に展示した博物館所蔵の土器などの展示品の 
解説を、考古博物館学芸員が行いました。 
 

・特集展示「震災から５年－これからの防災・減災を考える」 
（2016 年２月～３月）にあわせて、地域防災課と連携し、 
地域の防災倉庫に備蓄している防災用品の一部を展示しました。 

 

・「生きている虫が図書館にやってくる！」2015 年９月 12 日（土） 
  自然博物館の学芸員がカブトムシやクワガタなど、16 匹の虫たちを 

連れてやってきました。（→詳しい報告は図書館だより 91 号にも掲載。） 
 

・「もしものとき、きみならどうする」2016 年３月 12 日（土） 
 地域防災課の職員による応急手当の方法の説明や、防災グッズの紹介が
ありました。 

 

 

 

 

・「緑のカーテンをつくろう！」2016 年５月 22 日（日） 
環境政策課の職員が、クイズなどを交えながら 
緑のカーテンの説明や苗の植え方の実演を行いました。 

 

 
・「昔の世界にタイムスリップ・土器にさわってみよう」2016年6月11日（土） 

参加した子どもたちは、考古博物館の職員が持ってきた本物の土器に
さわったり、粘土を使った土器の模様付け体験をしました。 

 

・一般展示「災害に備えよう－忘れまい震災を」 
（2016 年３月～４月）にあわせて、 
危機管理課と行徳支所提供の東日本大震災の被害状況の
写真データを印刷し、行徳支所２階の連絡通路に
展示しました。 

防災用品の展示 

「緑のカーテンをつくろう！」 
の様子 

「展示」でコラボ 

「イベント」でコラボ 

東日本大震災の 
被害状況の写真展示 

７月31日(日)14時～14時30分、
こどもとしょかんにて 
文学ミュージアム・動植物園
とのコラボ企画・夏のおたのしみ会 
 

「カワウソの絵本と 
飼育員さんのおはなし」 

 
を開催予定です！ 

行徳図書館 
 

こどもとしょかん 
 

中央図書館 
 

 今年は２館に 

虫たちがやってきます！ 
(虫たちの滞在は30分～１時間程度です。) 

 

信篤図書館 

7月26日（火）11時～ 

こどもとしょかん 

9月10日（土）14時～ 

 

 今後も続々！ 

コラボします 

中央図書館の７月～８月 
特集展示「古代史浪漫」 
にあわせて、 
７月20日(水)～９月10日(土)、
考古博物館所蔵の国分寺
出土瓦やパネルを展示します。 
 
また、 
７月 31 日(日)14 時～15 時、
メディアパーク２階ベルホール
にて 
考古博物館の学芸員による
講演会も開催されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

                                                          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
古くから山は日本人の生活に深くかかわり、私たちは 

山からさまざまな恩恵を受けてきました。 

山の存在は、その自然が様々な恵みをもたらすことは 

もちろん、精神的な支えであったり、癒しであったりも 

します。 

「山の日」は、「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に 

感謝」する日として 2016 年より新しい祝日となりまし 

た。初めて迎える「山の日」を前に、この夏の予定を  

たてるもよし、古(いにしえ)からの自然の力について 

思いをはせるのもいいかもしれません。 
 

蔵書点検等による休館のお知らせ 
 

 

 蔵書点検のために６月 20 日（月）から６月 24日（金）まで休館いたします。 
 

 中央図書館休館中も、自動車図書館は運行します。 

 千葉商科大学付属図書館は、市立図書館の予約資料貸出しをこの期間は休止します。 

 情報プラザは、６月 24 日（金）の予約資料貸出しを休止します。 

  

機器設置及び蔵書点検のために７月１日（金）から７月 11 日（月）まで 

休館いたします。 
 

休館期間中はご不便をおかけいたしますが、皆様のご協力をお願いいたします。 
 

○信篤図書館、南行徳図書館、平田図書室、ウィズ情報資料室の蔵書点検は終了しました。 

ご協力ありがとうございました。 

「市川図書館だより」は年４回の発行です。次回の発行は９月を予定しております。 

山がない市川市ですが、アイ・リンクタウン

展望室からはきれいな富士山が望めます。 

ここからの夜景は大変美しく、全国の夜景 

愛好家から構成される団体より「新日本三大 

夜景・夜景 100 選」にも登録されています。 

冬の夕刻、その美しさを図書館の職員もカメ

ラに収めてみました。 

展示コーナーで本を選ぶ時にどうぞご覧くだ

さい。 

『山のことば辞典』 
豊田 和弘／著 河出書房新社 

 

 「山行」･･･これは何と読むかわかりますか？やまぎょ

う？やまゆき？ 

山用語ではこれは「さんこう」と読みます。山歩きや  

登山全般のことを指している言葉のようです。  

山に詳しい人であれば当たり前の言葉も、一般的には目

新しい言葉であることが多いようです。この本はそんな 

“山ヤ”が使う小粋な言葉を集めています。山に興味が  

湧いたら、言葉の知識から始めてみるのも面白いかもしれ

ません。一緒に収められている美しい山の写真を見ながら

言葉の意味だけではなく、そこに込められたエピソード 

なども楽しく読める本です。 

 

『バテない体をつくる登山食』 
大森 義彦／監修 誠文堂新光社 

 

私たちが生きる上で基本となる「食」ですが、山での

食事は多くの制約があります。とはいってもただの  

エネルギー補給ではなく、できるだけおいしいものを 

食べたいですね。 

この本では登山に必要な栄養から、おいしい登山食の

レシピ、運搬・保存のテクニックまで登山に必要な食の

アイデアを豊富なイラスト・写真とともに 

ご紹介します。 

 

中央図書館 

こどもとしょかん 

行徳図書館 
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